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厚
生
労
働
省
の
「
労
使
関
係
法
研
究
会
」

（
座
長
＝
荒
木
尚
志
・
東
京
大
学
大
学
院
法

学
政
治
学
研
究
科
教
授
）
は
七
月
二
五
日
、

労
働
組
合
法
上
の
労
働
者
性
の
判
断
基
準
を

初
め
て
提
示
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
会

社
な
ど
に
雇
用
さ
れ
ず
、
業
務
委
託
契
約
を

結
ん
だ
り
、
自
営
で
働
く
個
人
事
業
者
が
労

働
組
合
法
上
の
労
働
者
に
当
た
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
格
好
。

同
省
は
同
日
付
け
で
、
報
告
書
を
労
働
委
員

会
や
都
道
府
県
に
通
知
し
た
。

判
断
基
準
の
不
確
立
が
問
題
に

　

労
働
者
の
働
き
方
が
多
様
化
す
る
な
か
、

業
務
委
託
や
独
立
自
営
な
ど
の
就
労
形
態
に

あ
る
者
が
増
え
て
い
る
。
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
の
試
算
で
は
、
業
務
委
託
を
受
け

労
務
を
提
供
す
る
個
人
自
営
業
者
の
数
は
二

〇
〇
五
年
時
点
で
約
一
二
五
万
人
に
の
ぼ
る
。

　

こ
う
し
た
労
務
供
給
者
が
労
働
組
合
を
結

成
し
、
会
社
に
団
体
交
渉
を
求
め
て
も
「
事

業
主
で
あ
り
、
労
働
者
に
は
当
た
ら
な
い
」

と
し
て
拒
否
さ
れ
、
紛
争
に
至
る
ケ
ー
ス
も

生
じ
て
い
る
。
労
働
組
合
法
第
三
条
で
定
義

さ
れ
る
「
労
働
者
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
確
立
し
た
判
断
基
準
が
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
紛
争
を
取
り
扱
っ
た
労
働

委
員
会
の
命
令
と
、
裁
判
所
（
下
級
審
）
の

判
決
で
異
な
る
結
論
が
示
さ
れ
、
法
的
安
定

性
の
観
点
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

研
究
会
で
は
、
労
働
者
性
の
判
断
基
準
を

明
確
化
す
る
こ
と
で
円
滑
な
団
体
交
渉
を
期

待
し
よ
う
と
、
労
働
組
合
法
の
趣
旨
・
目
的
、

制
定
時
の
立
法
者
意
思
、
学
説
、
労
働
委
員

会
命
令
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
管
弦
楽
団
労
組
事

件
、
新
国
立
劇
場
運
営
財
団
事
件
、
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｘ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
件
な
ど
の
裁
判
例
を
踏

ま
え
、
昨
年
一
一
月
か
ら
一
定
の
ル
ー
ル
作

り
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

報
告
書
は
、労
働
組
合
法
上
の「
労
働
者
」

を
（
労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
上
の
「
労

働
者
」
と
は
異
な
り
）、「
法
の
趣
旨
等
を
踏

ま
え
る
と
、
売
り
惜
し
み
の
き
か
な
い
自
ら

の
労
働
力
と
い
う
特
殊
な
財
を
提
供
し
て
対

価
を
得
て
生
活
す
る
が
ゆ
え
に
、
相
手
方
と

の
個
別
の
交
渉
力
に
格
差
が
生
じ
、
契
約
自

由
の
原
則
を
貫
徹
し
て
は
不
当
な
結
果
が
生

じ
る
た
め
労
働
組
合
を
組
織
し
、
集
団
的
な

交
渉
に
よ
る
保
護
が
図
ら
れ
る
べ
き
者
が
幅

広
く
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
う
え

で
、こ
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、（
１
）

基
本
的
判
断
要
素 

（
２
）
補
充
的
判
断
要
素

（
３
）
消
極
的
判
断
要
素
―
―
を
総
合
勘
案

し
て
判
断
す
べ
き
と
結
論
づ
け
た
。

業
務
、
契
約
、
報
酬
の
中
身
で

　

具
体
的
に
み
る
と
、（
１
）
基
本
的
判
断
要

素
に
つ
い
て
は
、
① 

事
業
組
織
へ
の
組
み

入
れ
（
労
務
供
給
者
が
相
手
方
の
業
務
の
遂

行
に
不
可
欠
な
い
し
枢
要
な
労
働
力
と
し
て

組
織
内
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
）
② 

契
約

内
容
の
一
方
的
・
定
型
的
決
定 

（
契
約
の
締

結
の
態
様
か
ら
、
労
働
条
件
や
提
供
す
る
労

務
の
内
容
を
相
手
方
が
一
方
的
・
定
型
的
に

決
定
し
て
い
る
か
）
③ 

報
酬
の
労
務
対
価

性
（
労
務
供
給
者
の
報
酬
が
労
務
供
給
に
対

す
る
対
価
又
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
か
）
―
―
を
明
記
。
そ
の

う
え
で
、
労
働
者
性
が
肯
定
的
に
解
さ
れ
る

例
と
し
て
、
①
労
働
力
を
確
保
す
る
目
的
で

契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
、
第
三
者
に
対
し

て
相
手
方
の
組
織
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
い

る
、
受
託
業
務
に
類
す
る
業
務
を
事
実
上
、

相
手
方
以
外
か
ら
受
託
で
き
な
い
②
労
働
条

件
が
一
方
的
に
決
定
さ
れ
事
実
上
、
個
別
交

渉
の
余
地
が
な
い
、
定
型
的
な
契
約
様
式
が

使
用
さ
れ
て
い
る
③
報
酬
が
仕
事
の
完
成
に

対
し
て
と
い
う
よ
り
業
務
量
や
時
間
に
基
づ

い
て
算
出
さ
れ
て
い
る
、
一
定
額
の
支
払
い

が
保
証
さ
れ
て
い
る
―
―
等
を
挙
げ
た
。

　
（
２
）
補
充
的
判
断
要
素
に
つ
い
て
は
、

④ 

業
務
の
依
頼
に
応
ず
べ
き
関
係
（
労
務

供
給
者
が
相
手
方
か
ら
の
個
々
の
業
務
の
依

頼
に
対
し
て
、
基
本
的
に
応
ず
べ
き
関
係
に

あ
る
か
）
⑤ 

広
い
意
味
で
の
指
揮
監
督
下

の
労
務
提
供
、
一
定
の
時
間
的
場
所
的
拘
束

（
労
務
供
給
者
が
、
相
手
方
の
指
揮
監
督
の

下
に
労
務
の
供
給
を
行
っ
て
い
る
と
広
い
意

味
で
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
労
務
の
提

供
に
あ
た
っ
て
の
日
時
や
場
所
に
つ
い
て
一

定
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
か
）
―
―
を
盛
り

込
ん
だ
。
労
働
者
性
が
肯
定
的
に
解
さ
れ
る

例
と
し
て
は
、
④
個
別
の
業
務
の
依
頼
拒
否

に
対
し
て
不
利
益
取
り
扱
い
の
可
能
性
が
あ

る
、
実
際
上
個
別
の
業
務
依
頼
を
拒
否
で
き

な
い
／
拒
否
す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

い
⑤
労
務
供
給
の
態
様
に
対
し
詳
細
な
指
示

が
な
さ
れ
て
い
る
、
定
期
的
に
報
告
等
が
要

求
さ
れ
て
い
る
、
業
務
量
や
労
務
を
提
供
す

る
日
時
・
場
所
の
裁
量
余
地
が
な
い
、
一
定

の
日
時
に
出
勤
や
待
機
等
が
必
要
で
あ
る
、

実
際
に
一
定
程
度
の
日
時
を
当
該
業
務
に
費

や
し
て
い
る
―
―
等
を
想
定
し
て
い
る
。

　

逆
に
、
労
働
者
性
の
（
３
）
消
極
的
判
断

要
素
と
し
て
は
、
⑥ 

顕
著
な
事
業
者
性
（
労

務
供
給
者
が
、
恒
常
的
に
自
己
の
才
覚
で
利

得
す
る
機
会
を
有
し
自
ら
リ
ス
ク
を
引
き
受

け
て
事
業
を
行
う
者
と
見
ら
れ
る
か
）
を
挙

げ
、
業
務
に
お
け
る
損
益
を
負
担
し
て
い
る
、

他
人
労
働
力
を
利
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
／

利
用
す
る
実
態
が
あ
る
、
他
に
主
た
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
、
機
材
・
材
料
の
経
費
を
負

担
し
て
い
る
―
―
等
の
場
合
に
、
事
業
者
性

が
考
慮
さ
れ
得
る
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
報
告
書
は
「
仮
に
①
～
③
の

基
本
的
判
断
要
素
の
一
部
が
充
た
さ
れ
な
い

場
合
で
も
直
ち
に
労
働
者
性
が
否
定
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
し
、「
④
（
①
を
補
強
）

及
び
⑤
（
①
～
③
全
体
を
補
完
）
の
、
補
充

的
判
断
要
素
を
含
む
他
の
要
素
と
総
合
判
断

す
る
こ
と
で
、
労
働
者
性
が
肯
定
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
た
。
ま
た
、「
各
判
断
要
素
の
具
体
的
な

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
契
約
の
形
式
の
み
に

捉
わ
れ
る
こ
と
な
く　

当
事
者
の
認
識
や
契

約
の
実
際
の
運
用
を
重
視
し
て
判
断
す
べ

き
」
な
ど
と
付
記
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
者
性
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厚
労
省
研
究
会
が
判
断
基
準
を
初
め
て
提
示




